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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

「第２次亀山市男女共同参画基本計画」策定にあたり、現在の男女共同参画の進捗状

況を確認するとともに、市民の男女共同参画に関する意識や生活について意見を伺い、

計画策定の基礎資料とすることを目的としている。 

 

２ 調査対象 

市内在住の満 18歳以上の男女から無作為抽出 

 

３ 調査期間 

平成 23年 6月 17日から平成 23年 7月 11日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回収数 有効回収率 

1,474通 740通 50.2％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、

小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合が

あります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかと

いう見方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と

単純集計（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、

複数項目の組み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表

やグラフを作成することにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを 

  で網かけをしています。（無回答を除く） 
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Ⅱ 調査結果 

（１）回答者属性 
 

問１．あなたの性別をお答えください。次の中から選んで○印をつけてください。 

「男」の割合が 45.1％、「女」の割合が 54.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．あなたの年齢をお答えください。次の中から選んで○印をつけてください。 

「60 歳代」の割合が 26.6％と最も高く、次いで「70 歳以上」の割合が 21.7％、「50

歳代」の割合が 16.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.345.2 55.754.7 1.00.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 無回答

10.98.8 18.714.7 20.311.8 21.416.2 16.926.6 10.821.6 1.00.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

～29歳 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

70歳以上 無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

43.3

45.1

55.7

54.6 0.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

10.9

8.7

18.7

14.5

20.3

11.8

21.4

16.3

16.9

26.6

10.8

21.7 0.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３．あなたが現在生活しているご家庭の家族構成をお答えください。次の中から選んで

○印をつけてください。 

「２世代世帯（夫婦と子、夫婦と親、親と子など）」の割合が 46.5％と最も高く、次い

で「１世代世帯（夫婦だけ）」の割合が 24.8％、「３世代世帯（祖父母と夫婦と子、親と

子と孫など）」の割合が 15.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４．あなたのお住まいの地区をお答えください。次の中から選んで○印をつけてくださ

い。 

「亀山地区」の割合が 36.7％と最も高く、次いで「井田川地区」の割合が 15.4％、「関

地区・坂下地区」の割合が 10.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.38.2 21.724.8 51.546.6 17.915.3 4.13.8 0.91.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯（あなただけ）
１世代世帯（夫婦だけ）
２世代世帯（夫婦と子、夫婦と親、親と子など）
３世代世帯（祖父母と夫婦と子、親と子と孫など）
その他
無回答

41.336.8 6.4 6.05.3 4.15.1 5.1 11.28.1 18.715.5 9.910.8 5.93.3 2.1 2.3 1.11.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

亀山地区 昼生地区 野登地区

神辺地区 白川地区 川崎地区

井田川地区 関地区・坂下地区 加太地区

無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

4.3

8.1

21.7

24.8

51.5

46.5

17.9

15.4

4.1

3.8

1.1

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

41.3

36.7 6.5

6.0

5.3

4.1

5.1 5.1

11.2

8.1

18.7

15.4

9.9

10.7 5.8

3.3 2.1 2.3

1.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問５．あなたの職業をお答えください。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「会社員」の割合が 30.8％と最も高く、次いで「無職」の割合が 27.2％、「パートタ

イマー・アルバイト」の割合が 13.7％となっている。 

前回調査と比較すると、「無職」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６．あなたは結婚していますか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「結婚している」の割合が75.2％と最も高く、次いで「結婚していない」の割合が12.6％、

「結婚していたが、離婚・死別などで現在は夫・妻はいない」の割合が 11.8％となって

いる。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.931.0 17.313.8 4.7 12.913.4 17.427.0 7.85.91.62.7 3.6 0.90.7 2.01.6 1.60.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員 パートタイマー・アルバイト
自営業（農林水産業） 自営業（商工・サービス業）
自由業 家事専業・家事手伝い
学生 無職
その他 無回答

78.075.2 6.811.8 14.212.7 1.00.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚している
結婚していたが、離婚・死別などで現在は夫・妻はいない
結婚していない
無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

33.9

30.8

17.3

13.7

4.7 12.9

13.3

17.4

27.2

7.8

5.8

2.8

1.6

3.7 0.7

0.9

1.6

2.0

0.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

78.0

75.2

6.8

11.8

14.2

12.6 0.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６－１．問６で「１．結婚している」と答えた方にお聞きします。あなたの配偶者の職

業は何ですか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「会社員」の割合が 30.5％と最も高く、次いで「無職」の割合が 28.3％、「パートタ

イマー・アルバイト」の割合が 13.9％となっている。 

前回調査と比較すると、「会社員」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）男女共同参画社会について 

問７．あなたは、｢男女共同参画社会｣という言葉を知っていますか。次の中から１つ選ん

で○印をつけてください。 

「知っている」の割合が 50.4％と最も高く、次いで「聞いたことはあるが、意味は知

らなかった」の割合が 25.9％、「知らなかった」の割合が 21.3％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.330.4 14.013.8 6.46.4 7.110.0 25.128.4 6.46.02.23.5 0.21.1 1.50.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員 パートタイマー・アルバイト
自営業（農林水産業） 自営業（商工・サービス業）
自由業 家事専業・家事手伝い
学生 無職
その他 無回答

49.450.7 29.525.6 20.121.4 1.02.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている
聞いたことはあるが、意味は知らなかった
知らなかった
無回答

N =

平成21年度調査 550

平成23年度調査 555

37.3

30.5

14.0

13.9

6.4

6.5

7.1

9.9

25.1

28.3

6.4

5.9

3.6

2.2

1.1

0.2

0.4

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

49.4

50.4

29.5

25.9

20.1

21.3 2.4

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）家庭生活について 

問８．あなたの家庭では、家庭生活について、男女の間でどのように分担していますか。

①～⑬のそれぞれについて、１つずつ選んで○印をつけてください。 

「①食事の支度」「②食事の後片付け」「③家の掃除」「④入浴の準備、風呂場の掃除」

「⑤日常の買い物」「⑥日常の家計管理」「⑦日常のゴミ捨て」「⑧洗濯」では、「妻・パ

ートナー」の割合が最も高く、特に「①食事の支度」「⑧洗濯」で約 7 割を占めている。 

「⑨高額な商品の購入決定」「⑩生活費の確保」では、「夫・パートナー」の割合が最

も高くなっている。 

一方、「⑫親戚とのつきあい」「⑬近所とのつきあい」では、「家族全員」の割合が最も

高くなっている。 

前回調査と比較すると、「⑨高額な商品の購入決定」で、前回の「男性が中心だが、女

性も手伝う」「ほとんど男性がしている」をあわせた割合に比べ「夫・パートナー」の割

合が高くなっている。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =705

①食事の支度

②食事の後片付け

③家の掃除

④入浴の準備、風呂
場の掃除

⑤日常の買い物

⑥日常の家計管理

⑦日常のゴミ捨て

⑧洗濯

⑨高額な商品の購
入決定

⑩生活費の確保

⑪ＰＴＡや地域の行
事参加

⑫親戚とのつきあい

⑬近所とのつきあい 16.5

8.5

16.7

16.7

7.2

71.8

43.4

64.8

50.4

46.5

51.1

62.1

68.7

22.0

12.9

16.9

3.8

8.8

16.2

10.5

30.8

24.8

29.2

22.7

12.6

19.7

10.1

38.2

48.2

28.1

16.7

40.7

5.4

7.7

8.5

8.7

9.1

5.1

3.4

9.6

15.2

12.5

24.5

16.6

0.9

7.7

3.7

1.3

4.8

2.0

1.3

0.4

3.4

5.5

9.9

29.1

17.6

1.0

17.2

4.1

1.3

5.4

0.6

1.1

0.9

3.3

2.3

4.8

1.0

1.0

0.4

1.0

1.1

0.6

1.0

0.7

0.6

0.4

4.7

4.7

4.7

4.7

4.8

4.8

4.5

4.7

4.8

4.8

4.8

4.8

4.8

2.7

6.4

3.4

3.3

3.1

2.4

2.6

2.3

2.6

2.6

2.3

1.7

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

68.762.151.146.550.4 64.843.4 71.87.216.716.78.516.5 22.729.224.8 30.810.516.28.8 3.8 16.912.9 22.0 10.1 0.41.32.04.8 1.33.77.7 0.916.624.5 12.5 15.29.6 0.91.10.65.41.34.117.2 1.017.629.19.9 5.53.4 0.40.60.71.00.61.11.00.41.01.04.8 2.33.3 4.84.84.84.84.84.74.54.84.84.74.74.74.71.72.32.62.62.32.62.43.13.33.46.42.72.419.712.6 3.45.19.18.78.57.7 5.440.716.7 28.148.2 38.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど女性がしている 女性が中心だが、男性も手伝う

女性と男性が同程度 男性が中心だが、女性も手伝う

ほとんど男性がしている その他

自分のみ（単身者） 無回答
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【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.660.455.644.7 58.562.140.1 68.112.518.121.913.3 25.8 5.85.514.0 4.4 9.928.244.5 45.925.224.1 13.8 4.2 8.512.615.914.914.0 6.38.87.319.611.618.637.734.5 4.74.14.15.84.75.65.94.94.74.19.6 4.56.4 9.09.09.08.98.99.09.08.98.98.98.99.09.0 6.36.78.47.58.15.96.07.18.69.713.010.39.72.61.40.71.1 2.7 1.61.2 1.11.91.21.51.5 1.4 1.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

妻・パートナー 夫・パートナー 子ども

家族全員 その他・わからない 自分のみ（単身者）

無回答

N =738

①食事の支度

②食事の後片付け

③家の掃除

④入浴の準備、風呂
場の掃除

⑤日常の買い物

⑥日常の家計管理

⑦日常のゴミ捨て

⑧洗濯

⑨高額な商品の購
入決定

⑩生活費の確保

⑪ＰＴＡや地域の行
事参加

⑫親戚とのつきあい

⑬近所とのつきあい

68.4

60.2

55.4

44.4

58.4

61.9

40.1

67.9

12.3

18.2

21.8

13.3

25.6

5.8

5.4

14.0

4.3

9.9

28.3

44.6

45.8

25.3

24.1

14.0

4.5

8.4

12.6

16.0

14.9

14.0

6.4

8.7

7.5

19.6

11.7

18.6

37.7

34.4

4.6

4.1

4.1

5.7

4.6

5.6

5.8

4.9

4.6

4.1

9.5

4.5

6.4

8.9

8.9

8.9

8.8

8.8

8.9

8.9

8.8

8.8

8.8

8.8

8.9

8.9

6.4

6.8

8.5

7.7

8.1

6.0

6.1

7.2

8.7

9.8

13.0

10.3

9.8

1.5

2.6

1.8

1.6

1.6

1.8

1.4

2.0

1.2

1.4

1.8

3.0

1.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）男女平等について 

問９．あなたは、次の分野において男女の地位が平等になっていると思いますか。 

①～⑧のそれぞれについて、1つずつ選んで○印をつけてください。 

「③学校のなかで」では、「平等である」の割合が最も高く、41.5％となっている。そ

れに対し、他の分野ではすべて「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば男

性の方が優遇されている」をあわせた“男性の方が優遇されている”と思う人の割合が

高くなっており、特に「⑤社会通念や風潮で」「⑧社会全体で」では 6 割を超えている。 

前回調査結果と比較すると、「②職場のなかで」「⑦政治（政策決定）の場で」で“男

性の方が優遇されている”と思う人の割合が低くなっている。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 705

①家庭のなかで

②職場のなかで

③学校のなかで

④地域のなかで

⑤社会通念や風潮
で

⑥法律や制度の上
で

⑦政治( 政策決定)
の場で

⑧社会全体で 13.9

19.0

8.9

16.5

11.1

16.7

17.0

2.3

49.6

40.3

28.4

46.8

35.7

8.1

37.9

36.5

17.7

21.8

37.0

15.9

28.9

49.5

21.0

34.2

5.2

4.8

3.5

4.8

3.8

1.6

4.7

3.4

1.6

0.7

2.7

1.6

0.4

0.6

1.6

1.7

8.1

10.6

11.1

8.1

13.3

22.1

8.8

4.3

5.2

6.0

6.7

6.4

5.8

14.0

9.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.016.711.116.58.9 19.013.9 36.537.98.1 35.7 46.828.4 40.349.6 34.221.049.5 28.9 15.937.0 21.817.7 3.54.85.2 4.38.822.1 13.38.111.110.68.1 2.89.214.05.86.46.76.05.22.3 3.4 4.71.63.84.8 1.71.60.6 0.41.62.7 0.71.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.816.710.818.49.718.513.4 33.328.68.1 31.4 42.226.8 34.547.0 36.723.241.1 30.8 15.534.1 23.017.0 4.14.14.4 5.314.428.8 16.413.017.515.913.7 4.112.217.37.77.16.86.65.53.0 3.73.01.42.31.2 0.40.10.5 0.10.50.5 0.8 0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答

N =738

①家庭のなかで

②職場のなかで

③学校のなかで

④地域のなかで

⑤社会通念や風潮
で

⑥法律や制度の上
で

⑦政治( 政策決定)
の場で

⑧社会全体で

15.6

16.5

10.7

18.3

9.8

18.4

13.4

33.6

29.0

8.1

31.4

42.1

26.8

34.7

46.9

36.6

23.2

41.5

31.0

15.6

34.1

22.9

17.3

4.1

4.1

4.3

5.3

14.2

28.5

16.3

13.0

17.5

15.9

13.6

4.2

12.2

17.2

7.7

7.2

6.9

6.6

5.4

3.0

3.7

3.0

1.4

2.3

1.2

0.4

0.1

0.5

0.1

0.5

0.5

0.8

0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１０．「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはどう思いますか。 

次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「同感する」と「どちらかといえば同感する」をあわせた“同意する”の割合が 47.6％、

「同感しない」と「どちらかといえば同感しない」をあわせた“同意しない”の割合が

43.6％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０－１．なぜそう思いますか。同感する人、同感しない人それぞれ、あてはまるもの

すべてを選んで○印をつけてください。 

【「１．同感する」「２．どちらかといえば同感する」と答えた方】 

「役割分担をした方が効率がよいと思うから」の割合が 44.7％と最も高く、次いで「子

どもの成長にとってよいと思うから」の割合が 33.9％、「個人的にそうありたいと思うか

ら」の割合が 18.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.59.0 36.238.4 22.021.1 24.122.6 6.27.5 2.01.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

同感する どちらかといえば同感する
どちらかといえば同感しない 同感しない
わからない 無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

9.5

9.1

36.2

38.5

22.0

21.1

24.1

22.5

6.2

7.5 1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 

 
N = 351 ％

役割分担をした方が効率が
よいと思うから

子どもの成長にとってよいと
思うから

個人的にそうありたいと思う
から

日本の伝統・美徳だと思うか
ら

理由を考えたことはない

その他

無回答

44.7

33.9

18.8

16.0

5.1

3.4

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【「３．どちらかといえば同感しない」「４．同感しない」と答えた方】 

「男女ともに仕事と家庭に関わる方が、各個人、家庭にとってよいと思うから」の割

合が 63.0％と最も高く、次いで「一方的な考え方を押しつけるのはよくないと思うから」

の割合が 36.0％、「男女平等に反すると思うから」の割合が 23.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 

N = 322 ％

男女ともに仕事と家庭に関わ
る方が、各個人、家庭にとって
よいと思うから

一方的な考え方を押しつける
のはよくないと思うから

男女平等に反すると思うから

女性が家庭のみでしたか活躍
できないことは、社会にとって
損失だと思うから

尐子高齢化に伴う労働力の減
尐に対応するため

その他

無回答

理由を考えたことはない

63.0

36.0

23.3

19.6

5.6

5.9

4.3

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（５）子育てについて 

問１１．子育てについて、あなたのご意見にもっとも近いものはどれですか。 

①～⑦のそれぞれについて、１つずつ選んで○印をつけてください。 

すべての項目で「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”

人の割合が過半数を超えている。特に、「①子どもが小さいうちは、母親は育児に専念し

たほうがよい」「⑤女の子は家事ができるように育てるのがよい」「⑥男の子は経済的に

自立できるように育てるのがよい」「⑦女の子は経済的に自立できるように育てるのがよ

い」は 8割を超えている。 

前回調査結果と比較すると、「②子どもの世話の大部分は、男親にもできる」「④男の

子は家事ができるように育てるのがよい」「⑦女の子は経済的に自立できるように育てる

のがよい」では、“そう思う”人の割合が低くなっています。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 705
①子どもが小さいうちは、
母親は育児に専念したほ
うがよい

②子どもの世話の大部分
は、男親にもできる

③必要があれば、子育て
支援サービスを受けて子
育てをしてもよい

④男の子は家事ができる
ように育てるのがよい

⑤女の子は家事ができる
ように育てるのがよい

⑥男の子は経済的に自立
できるように育てるのがよ
い

⑦女の子は経済的に自立
できるように育てるのがよ
い

50.8

20.0

27.8

37.9

71.1

75.3

48.7

33.3

37.6

32.9

44.7

23.3

19.0

39.9

1.0

1.0

6.1

21.7

11.1

6.5

5.0

0.6

0.9

1.7

4.7

14.5

13.9

5.5

2.6

1.4

1.3

2.1

3.1

9.8

2.7

2.6

3.1

4.5

2.7

2.7

2.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50.820.027.837.9 71.175.348.7 33.337.632.9 44.7 23.319.039.9 6.121.711.1 6.5 5.04.714.513.9 5.53.19.8 2.73.14.52.72.72.62.71.01.00.60.91.72.61.41.32.1 2.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 無回答
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【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.719.026.828.9 59.367.838.2 39.333.8 30.0 46.3 31.524.744.9 3.820.811.1 9.3 6.4 5.115.912.5 5.2 5.112.5 5.3 5.37.14.94.44.04.71.60.51.11.02.2 2.22.12.13.6 2.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない
わからない 無回答

N = 738
①子どもが小さいうちは、
母親は育児に専念したほ
うがよい

②子どもの世話の大部分
は、男親にもできる

③必要があれば、子育て
支援サービスを受けて子
育てをしてもよい

④男の子は家事ができる
ように育てるのがよい

⑤女の子は家事ができる
ように育てるのがよい

⑥男の子は経済的に自立
できるように育てるのがよ
い

⑦女の子は経済的に自立
できるように育てるのがよ
い

46.6

19.0

26.7

28.9

59.2

67.3

38.1

39.6

33.6

29.8

46.5

31.7

25.1

45.1

3.8

20.6

11.2

9.2

6.4

5.0

16.4

12.5

5.1

5.1

12.7

5.4

5.3

7.0

4.9

4.3

3.9

4.6

0.5

1.6

2.2

0.9

1.1

3.7

2.2

2.0

2.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１２．あなたは、子育てに関する地域活動に参加したことがありますか。次の中からあ

てはまるものすべてを選んで○印をつけてください。 

「特にない」の割合が 45.9％と最も高くなっている。また、次いで「ＰＴＡ役員や子

ども会などの委員活動」の割合が 35.5％、「子ども見守り活動」の割合が 11.0％となっ

ている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

ＰＴＡ役員や子ども会などの
委員活動

子ども見守り活動

スポーツ尐年団などの指導
活動

教育協議会の活動

いきいきキッズの活動

ファミリーサポートセンターの
活動

その他

特にない

無回答

40.7

11.6

10.6

7.1

0.9

1.6

2.0

43.8

4.1

35.5

11.0

9.6

6.4

1.8

0.9

2.8

45.9

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

11.6
40.7

10.6
0.9
1.6

7.1
2.0

43.84.1

35.5
11.0

9.6
6.4

1.8
0.9
2.8

45.96.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 705）
平成23年度調査（N = 738）
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（６）健康・介護について 

問１３．あなたは、平成２２年度（平成２２年４月～平成２３年３月）の 1年間で、健康

診断を受診しましたか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「受診した」の割合が 77.5％、「受診していない」の割合が 21.1％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３－１．問１３で「２．受診していない」と答えた方にお聞きします。なぜ、受診し

なかったのですか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「受診する機会がなかったから」の割合が 43.6％と最も高く、次いで「忙しくて受け

る暇がなかったから」の割合が 14.1％、「健康診断は好まないから」の割合が 10.3％と

なっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.077.8 21.320.8 0.71.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

受診した 受診していない 無回答

45.344.1 4.75.3 18.713.8 6.76.6 8.09.9 10.717.8 6.0 2.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

受診する機会がなかったから 健康には、自信があるから

忙しくて受ける暇がなかったから 経済的にゆとりがないから

健康診断は好まないから その他

無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

78.0

77.5

21.3

21.1 1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

平成21年度調査 150

平成23年度調査 156

45.3

43.6

4.7

5.1

18.7

14.1

6.7

6.4

8.0

10.3

10.7

17.9

6.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１４．あなたの家庭に、常時介護の必要な方はいますか。次の中から１つ選んで○印を

つけてださい。 

「はい」の割合が 9.9％、「いいえ」の割合が 86.3％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

問１４－１．問１４で「１．はい」と答えた方にお聞きします。その方の世話は誰がして

いますか。次の中から主なものを２つまで選んで○印をつけてください。（※介護を

受ける人からみた続柄でお答えください。） 

「介護施設、老人ホーム等」の割合が 31.5％と最も高く、次いで「妻」の割合が 26.0％、

「ホームヘルパー（在宅サービス）」の割合が 15.1％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「ホームヘルパー（在宅サービス）」の割合が高くなって

いる一方、「介護施設、老人ホーム等」「息子の妻」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.510.0 87.886.6 2.73.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

9.5

9.9

87.8

86.3 3.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

介護施設、老人ホーム等

妻

ホームヘルパー（在宅サービ
ス）

娘

息子の妻

息子

親

夫

娘の夫

子ども全員

近所や地域の人

その他

無回答

46.3

26.9

6.0

9.0

17.9

7.5

10.4

7.5

0.0

3.0

0.0

6.0

0.0

31.5

26.0

15.1

12.3

12.3

9.6

8.2

6.8

2.7

1.4

0.0

9.6

5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

46.3
26.9

6.0
9.0

17.9
7.5

10.4
7.5

0.0
3.0

0.0
6.0

0.0

31.5
26.0

15.1
12.3
12.3

9.6
8.2

6.8
2.7

1.4
0.0

9.6
5.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 67）
平成23年度調査（N = 73）
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（７）就労について 

問１５．あなたは現在、収入を得る仕事（産前・産後休暇、育児・介護休業中も含む）を

していますか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「している」の割合が 55.6％、「していない」の割合が 40.7％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「している」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 
66.056.0 32.640.1 1.43.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

66.0

55.6

32.6

40.7 3.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%



18 

問１５－１．問１５で「１．している」と答えた方にお聞きします。あなたが働いている

のはどのような理由からですか。次の中から主なものを２つまで選んで○印をつけて

ください。 

「生計を維持するため」の割合が 56.3％と最も高く、次いで「将来に備えて貯蓄する

ため」「家計の足しにするため」の割合が 17.8％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

生計を維持するため

家計の足しにするため

将来に備えて貯蓄するため

働くのが当然だから

自分で自由に使えるお金を
得るため

住宅ローン等借金の返済の
ため

生きがいを得るため

能力・技能・資格を生かすた
め

教育資金を得るため

仕事をすることが好きだから

家業であるから

社会に貢献するため

視野を広げ、友人を得るため

時間的に余裕があるから

その他

特に理由はない

無回答

57.0

20.6

19.1

17.4

15.3

9.0

11.0

6.0

4.9

5.2

4.3

3.0

3.0

4.7

2.4

0.4

2.6

56.3

17.8

17.8

13.7

12.7

11.7

9.3

6.6

5.6

4.9

3.9

2.9

2.7

2.4

1.2

0.2

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

57.0

20.6

19.1

17.4

15.3

9.0

11.0

6.0

4.9

5.2

4.3

3.0

3.0

4.7

2.4

0.4

2.6

56.3

17.8

17.8

13.7

12.7

11.7

9.3

6.6

5.6

4.9

3.9

2.9

2.7

2.4

1.2

0.2

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 465）
平成23年度調査（N = 410）
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問１５－２．問１５で「１．している」と答えた方にお聞きします。あなたの働いている

ところでは、男性と女性は平等だと思いますか。次の中から１つ選んで○印をつけて

ください。 

「平等である」の割合が 60.7％と最も高く、次いで「男性の方が優遇されている」の

割合が 29.5％、「女性の方が優遇されている」の割合が 4.1％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「平等である」の割合が高く、「男性の方が優遇されてい

る」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.360.6 8.0 4.2 35.329.6 4.55.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平等である 女性の方が優遇されている
男性の方が優遇されている 無回答

N =

平成21年度調査 465

平成23年度調査 410

52.3

60.7

8.0 35.3

29.5

4.5

5.6

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１５－３．問１５－２で「２．女性の方が優遇されている」「３．男性の方が優遇され

ている」と答えた方にお聞きします。あなたが働いているところで、男女が平等だと

思わないのはどのようなことですか。次の中からあてはまるものすべてを選んで○印

をつけてください。 

「賃金」の割合が 46.4％と最も高く、次いで「昇進、昇格」の割合が 45.7％、「能力

評価」の割合が 37.7％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「賃金」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ％

賃金

昇進、昇格

能力評価

採用時の条件

結婚したり子どもが生まれた
りすると、勤め続けにくい雰
囲気がある

補助的な仕事しかやらせても
らえない

定年まで勤め続けにくい雰囲
気がある

教育訓練を受ける機会に差
がある

その他

わからない

無回答

36.8

46.3

35.8

13.9

16.4

14.4

10.9

10.0

15.9

6.0

0.0

46.4

45.7

37.7

17.4

16.7

15.9

10.9

6.5

11.6

5.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

36.8
46.3

35.8
13.9

16.4
14.4

10.9
10.0

15.9
6.0

0.0

46.4
45.7

37.7
17.4
16.7
15.9

10.9
6.5

11.6
5.1

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 201）
平成23年度調査（N = 138）
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問１５－４．問１５で「２．していない」と答えた方にお聞きします。今後適当な仕事が

あれば働きたいですか。働きたい仕事の形を、次の中から１つ選んで○印をつけてく

ださい。 

「働きたいとは思わない」の割合が 41.3％と最も高く、次いで「パートタイム、アル

バイト、非常勤など」の割合が 20.3％、「常勤の仕事（正規従業員）」の割合が 6.7％と

なっている。 

前回調査結果と比較すると、「働きたいとは思わない」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.16.8 21.719.8 5.8 4.84.1 10.410.9 33.041.3 15.710.61.70.7 3.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤の仕事（正規従業員）
パートタイム、アルバイト、非常勤など
派遣の仕事
自由業、自営業、家族従業など個人で働きたい
在宅で働きたい（内職やインターネット等を活用して）
その他
働きたいとは思わない
無回答

N =

平成21年度調査 230

平成23年度調査 300

9.1

6.7

21.7

20.3 5.7

4.8

4.3

10.4

10.7

33.0

41.3

15.7

10.3

0.7

1.7 3.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問１６．女性が職業をもつことについてあなたはどう思いますか。次の中から１つ選んで

○印をつけてください。 

「結婚や子育てなどで一時的にやめるが、子育ての時期が過ぎたら再び職業をもつ方

がいい」の割合が 53.9％と最も高く、次いで「結婚して子どもが生まれた後も、職業を

もち続ける方がいい」の割合が 26.2％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「結婚や子育てなどで一時的にやめるが、子育ての時期が

過ぎたら再び職業をもつ方がいい」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

24.0

26.2

60.0

53.9 4.1 4.7 5.6

2.7

2.0

3.3

3.3 0.3

0.4 3.7 3.1

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.026.2 2.72.03.33.3 60.053.9 0.40.3 3.74.1 3.14.7 2.85.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚して子どもが生まれた後も、職業をもち続ける方がいい

結婚するまでは職業をもつが、その後はもたない方がいい

結婚して子どもができるまでは職業をもつが、その後はもたない方がいい

結婚や子育てなどで一時的にやめるが、子育ての時期が過ぎたら再び職業をもつ方がいい

職業は一生もたない方がいい

その他

わからない

無回答
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問１７．女性が働き続けていくうえで、大きな障がいになっているのは何だと思いますか。

次の中から主なものを３つまで選んで○印をつけてください。 

「家事や育児との両立が難しいこと」の割合が 69.8％と最も高く、次いで「家族の協

力や理解が得にくいこと」の割合が 32.5％、「育児休業制度などの条件が整っていないこ

と」の割合が 31.4％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「家事や育児との両立が難しいこと」「育児休業制度など

の条件が整っていないこと」「企業が結婚・出産した女性の雇用をきらう傾向があること」

の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

家事や育児との両立が難し
いこと

家族の協力や理解が得にく
いこと

育児休業制度などの条件が
整っていないこと

老人や病人の介護・看護が
あること

企業が結婚・出産した女性の
雇用をきらう傾向があること

女性自身の就労に対する意
識が低いこと

企業が女性に責任ある仕事
を任せないこと

その他

特に障がいはないと思う

無回答

78.3

36.6

40.3

29.6

29.2

14.6

10.2

2.6

2.4

3.0

69.8

32.5

31.4

31.2

22.6

13.0

10.3

1.4

3.7

6.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

78.3

36.6

40.3

29.6

29.2

14.6

10.2

2.6

2.4

3.0

69.8

32.5

31.4

31.2

22.6

13.0

10.3

1.4

3.7
6.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 705）
平成23年度調査（N = 738）
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問１８．あなたは、次の制度の内容についてご存知ですか。また実際に取得したことがあ

りますか。それぞれについて、１つずつ選んで○印をつけてください。 

① 内容を知っているか 

育児休業制度では「少し知っている」の割合が 38.9％と最も高く、次いで「よく知っ

ている」の割合が 33.2％、「言葉を聞いたことがある程度」の割合が 17.5％となってい

る。 

介護休業制度では「少し知っている」の割合が 27.2％と最も高く、次いで「言葉を聞

いたことがある程度」の割合が 24.3％、「知らない」の割合が 21.7％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.418.4 39.027.1 17.324.2 21.5 6.48.83.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 尐し知っている

言葉を聞いたことがある程度 知らない

無回答

34.320.1 38.327.9 20.027.1 20.1 3.34.74.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 尐し知っている

言葉を聞いたことがある程度 知らない

無回答

 
N = 705

①育児休業制度

②介護休業制度

34.3

20.1

38.3

27.9

20.0

27.1 20.1

4.1

4.7

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 738

①育児休業制度

②介護休業制度

33.2

18.2

38.9

27.2

17.5

24.3 21.7

6.4

8.7

4.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%



25 

 

② 取得したことがあるか 

育児休業制度では「取得したことがない」の割合が 41.2％と最も高く、次いで「取得

の対象となる者がいない」の割合が 31.7％となっている。一方、「取得したことがある」

の割合が 4.2％となっている。 

介護休業制度では「取得の対象となる者がいない」の割合が 41.5％と最も高く、次い

で「取得したことがない」の割合が 33.2％となっている。一方、「取得したことがある」

の割合が 1.2％となっている。 

前回調査結果と比較すると、育児休業制度、介護休業制度ともに「取得したことがな

い」の割合が低くなっている。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 41.133.0 31.641.5 23.024.21.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得したことがある 取得したことがない

取得の対象となる者がいない 無回答

5.2 48.540.7 30.442.6 15.915.90.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

取得したことがある 取得したことがない

取得の対象となる者がいない 無回答

N = 705

①育児休業制度

②介護休業制度

5.2 48.5

40.7

30.4

42.6

15.9

15.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 738

①育児休業制度

②介護休業制度

4.2 41.2

33.2

31.7

41.5

22.9

24.1

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%



26 

（８）ワーク・ライフ・バランスについて 

問１９．あなたは、「ワーク・ライフ・バランス」という言葉について、ご存知ですか。

次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「知らない」の割合が 53.7％と最も高く、次いで「言葉を聞いたことがある程度」の

割合が 22.1％、「少し知っている」の割合が 11.9％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「知らない」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.57.8 10.511.8 20.622.1 60.953.7 4.7 2.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 尐し知っている

言葉を聞いたことがある程度 知らない

無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

5.5

7.7

10.5

11.9

20.6

22.1

60.9

53.7 4.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２０．生活の中での、仕事、家庭生活、地域・個人の優先度について、あなたの「希望」

と「現実」をお答えください。①、②のそれぞれについて、１つずつ選んで○印をつ

けてください。 

①希望では、「仕事と家庭生活」の割合が 17.2％と最も高く、次いで「仕事と家庭生活

と地域・個人の生活」の割合が 15.3％、「家庭生活」の割合が 15.2％となっている。 

②現実では、「仕事と家庭生活」の割合が 18.7％と最も高く、次いで「仕事」の割合が

17.1％となっている。 

前回調査結果と比較すると、①希望で「家庭生活」の割合が低くなっている。 

 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.315.2 12.75.8 17.3 18.8 4.99.6 7.015.54.7 13.414.9 16.617.33.2 2.5 3.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事 家庭生活

地域・個人の生活 仕事と家庭生活

仕事と地域・個人の生活 家庭生活と地域・個人の生活

仕事と家庭生活と地域・個人の生活 わからない

無回答

21.722.0 16.55.5 18.4 20.3 3.57.5 4.817.65.7 9.19.6 13.013.92.8 4.0 4.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事 家庭生活

地域・個人の生活 仕事と家庭生活

仕事と地域・個人の生活 家庭生活と地域・個人の生活

仕事と家庭生活と地域・個人の生活 わからない

無回答

N = 705

①希望

②現実 21.7

22.0

16.5

5.5 18.4

20.3

7.5

4.8

17.6

5.7

9.1

9.6

13.0

13.9

2.8

4.0 3.5

4.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 738

①希望

②現実 17.1

15.2

12.7

5.7 17.2

18.7 4.9

9.6

7.0

15.3

4.6

13.8

15.3

16.5

17.2

3.1

2.4

3.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２１．どのようにすれば、自分が希望する時間の取り方ができると思いますか。次の中

からあてはまるものすべてを選んで○印をつけてください。 

「職場の雰囲気が変われば（帰宅のしやすさなど）」の割合が 21.3％と最も高く、次い

で「仕事のやり方が変われば（効率化など）」「保育所など仕事と家事・育児・介護を両

立するための施設が整備されれば」の割合が 19.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 738 ％

職場の雰囲気が変われば（帰宅のし
やすさなど）

仕事のやり方が変われば（効率化な
ど）

保育所など仕事と家事・育児・介護を
両立するための施設が整備されれば

育児休業や短時間勤務など、仕事と
家事・育児・介護を両立するための施
設が整備されれば

仕事の量が尐なくなれば

配偶者が家事・育児・介護に参加して
くれれば

育児休業や短時間勤務といった制度
の利用がキャリアにハンデとならなけ
れば

その他

わからない

無回答

21.3

19.9

19.0

18.3

17.9

16.0

10.8

8.4

15.9

11.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 
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問２２．男性の働き方について、長時間労働が顕著になっていたり、休みが取りにくいと

いった実情があると思いますが、これらの原因は何にあると思いますか。次の中から

あてはまるものすべてを選んで○印をつけてください。 

「仕事の量の多さ」の割合が 35.1％と最も高く、次いで「男性自身の意識」の割合が

33.3％、「職場の雰囲気（帰宅のしにくさ）」の割合が 32.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 738 ％

仕事の量の多さ

男性自身の意識

職場の雰囲気（帰宅のしにくさ）

職場の雰囲気の中でも特に、男性が
家事や育児携わることに対する職場
の理解がない

非効率な仕事のやり方

育児休業時間や短時間勤務制度など
の両立支援制度の利用がキャリアに
おけるハンデとなること

その他

わからない

無回答

35.1

33.3

32.1

24.5

14.8

11.8

3.5

13.1

10.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 
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（９）ドメスティック・バイオレンスなどについて 

問２３．あなたは、次の言葉および法律の内容についてご存知ですか。①～⑤のそれぞれ

について、１つずつ選んで○印をつけてください。 

「①ドメスティック・バイオレンス」と「⑤セクシュアル・ハラスメント」では、「よ

く知っている」の割合が最も高く、4 割を超えている。一方、「③ＤＶに関する通報の呼

びかけ」「④デートＤＶ」では、「知らない」の割合が最も高くなっている。 

「②ＤＶ防止法」では「よく知っている」「少し知っている」をあわせた割合が 47.7％、

「知らない」の割合が 21.4％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「③ＤＶに関する通報の呼びかけ」を除く全ての項目で「よ

く知っている」「少し知っている」をあわせた“知っている”の割合が低くなっている。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 705

①ドメスティック･ バ
イオレンス

②ＤＶ防止法

③デートＤＶ

④セクシュアル･ ハ
ラスメント

49.2

27.4

15.0

52.9

29.9

30.2

17.4

28.9

10.1

21.4

15.7

9.1

8.7

18.6

49.2

6.7 2.4

2.6

2.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

49.227.415.0 52.9 29.930.217.4 28.9 10.121.415.7 9.1 8.718.649.2 6.7 2.12.42.62.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 尐し知っている

言葉を聞いたことがある程度 知らない

無回答

43.720.411.910.1 46.4 27.027.423.612.2 25.5 13.325.624.519.2 12.2 11.421.433.852.5 10.7 4.75.26.26.05.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 尐し知っている

言葉を聞いたことがある程度 知らない

無回答

N = 738

①ドメスティック･ バ
イオレンス

②ＤＶ防止法

③ＤＶに関する通報
の呼びかけ

④デートＤＶ

⑤セクシュアル･ ハ
ラスメント

43.2

20.2

11.8

10.0

46.1

27.5

27.5

23.7

12.2

25.7

13.3

25.7

24.4

19.1

12.2

11.4

21.4

34.0

52.7

10.8

4.6

5.1

6.1

6.0

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※平成 21年度調査には「③ＤＶに関する通報の呼びかけ」の回答項目はありません。 
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問２４．あなたはこれまでに、配偶者や恋人等から暴力を受けた経験がありますか。次の

中から選んで○印をつけてください。 

「ある」の割合が 9.5％、「ない」の割合が 86.9％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.59.6 88.986.7 1.63.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

9.5

9.5

88.9

86.9 3.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２４－１．問２４で「１．ある」と答えた方にお聞きします。その暴力はどのようなも

のでしたか。これまでの状況に関して①～⑬のそれぞれについて、1つずつ選んで○

印をつけてください。また、現在の状況に関しても同様に、1つずつ選んで○印をつ

けてください。 

① これまでの状況 

「⑥大声でどなられたり、暴言を吐かれる」「③医師の治療が必要とならない程度の暴

行を受ける」「⑦足で蹴られる」「⑧手でたたかれる」「⑨殴るふりをして、おどされる」

では、「何度もあった」と「１・２度あった」をあわせたＤＶ被害経験の割合が高く、4

割以上をとなっている。 

前回調査結果と比較すると、「①命の危険を感じる程度の暴行を受ける」「⑤生活費を

渡さないなど、経済的におさえつけられる」「⑥大声でどなられたり、暴言を吐かれる」

「⑦足で蹴られる」「⑧手でたたかれる」「⑨殴るふりをして、おどされる」「⑩何を言っ

ても無視され続ける」では、「何度もあった」と「１・２度あった」をあわせたＤＶ被害

経験の割合が低くなっている一方、「④交友関係や電話、メール等を細かく監視される」

「⑫見たくないのに､ポルノビデオ･雑誌を見せられる」でＤＶ被害経験の割合が高くな

っている。 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.419.425.417.919.417.914.913.4 61.219.413.4 22.4 29.9 44.832.816.411.96 39 19.44.5 61.264.2 35.8 35.8 14.928.449.353.773.159.759.7 7.525.4 19.420.925.414.914.920.914.916.420.922.417.911.965.71.54.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった １・２度あった ない 無回答

N = 67

①命の危険を感じる程度の暴行
を受ける

②医師の治療が必要となる程度
の暴行を受ける

③医師の治療が必要とならない
程度の暴行を受ける

④足で蹴られる

⑤手でたたかれる

⑥殴るふりをして、おどされる

⑦何を言っても無視され続ける

⑧いやがっているのに性的行為
を強要される

⑨見たくないのに､ ポルノビデオ･
雑誌を見せられる

⑩交友関係や電話、メール等を
細かく監視される

⑪生活費を渡さないなど、経済的
におさえつけられる

⑫大声でどなられたり、暴言を吐
かれる

⑬その他

16.4

19.4

25.4

17.9

19.4

17.9

14.9

13.4

61.2

19.4

13.4

22.4

29.9

44.8

32.8

16.4

11.9

6.0

9.0

19.4

4.5

61.2

64.2

35.8

35.8

14.9

28.4

49.3

53.7

73.1

59.7

59.7

7.5

25.4

19.4

20.9

25.4

14.9

14.9

20.9

14.9

16.4

20.9

22.4

17.9

11.9

65.7

4.5

1.5

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 17.110.010.0 47.117.121.420.010.015.75.7 7.110.0 22.915.75.7 20.024.3 34.321.411.411.45.7 65.761.4 40.052.962.9 18.637.1 27.137.157.150.065.720.0 22.925.720.021.421.414.321.417.121.421.422.922.977.12.92.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

何度もあった １・２度あった ない 無回答

N = 70

①命の危険を感じる程度の暴行
を受ける

②医師の治療が必要となる程度
の暴行を受ける

③医師の治療が必要とならない
程度の暴行を受ける

④交友関係や電話、メール等を
細かく監視される

⑤生活費を渡さないなど、経済的
におさえつけられる

⑥大声でどなられたり、暴言を吐
かれる

⑦足で蹴られる

⑧手でたたかれる

⑨殴るふりをして、おどされる

⑩何を言っても無視され続ける

⑪いやがっているのに性的行為
を強要される

⑫見たくないのに､ ポルノビデオ･
雑誌を見せられる

⑬その他

4.3

17.1

10.0

10.0

47.1

17.1

21.4

20.0

10.0

15.7

5.7

7.1

10.0

22.9

15.7

5.7

20.0

24.3

34.3

21.4

11.4

11.4

5.7

65.7

61.4

40.0

52.9

62.9

18.6

37.1

27.1

37.1

57.1

50.0

65.7

20.0

22.9

25.7

20.0

21.4

21.4

14.3

21.4

17.1

21.4

21.4

22.9

22.9

77.1

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 現在の状況 

現在の状況については、「⑥大声でどなられたり、暴言を吐かれる」で「現在もある」

の割合が高く、27.1％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「⑥大声でどなられたり、暴言を吐かれる」「⑧手でたた

かれる」で「現在もある」の割合が低くなっている。 

 

 

【平成 21年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 67

①命の危険を感じる程度の暴行
を受ける

②医師の治療が必要となる程度
の暴行を受ける

③医師の治療が必要とならない
程度の暴行を受ける

④足で蹴られる

⑤手でたたかれる

⑥殴るふりをして、おどされる

⑦何を言っても無視され続ける

⑧いやがっているのに性的行為を
強要される

⑨見たくないのに､ ポルノビデオ･
雑誌を見せられる

⑩交友関係や電話、メール等を細
かく監視される

⑪生活費を渡さないなど、経済的
におさえつけられる

⑫大声でどなられたり、暴言を吐
かれる

⑬その他

4.5

14.9

9.0

7.5

7.5

4.5

35.8

73.1

73.1

67.2

67.2

62.7

64.2

68.7

70.1

71.6

65.7

71.6

47.8

35.8

25.4

26.9

28.4

23.9

22.4

26.9

23.9

22.4

28.4

29.9

25.4

16.4

61.2

3.0

3.0

1.5

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0.04.5 14.99.07.57.50.04.53.0 35.8 73.173.167.267.262.764.268.770.171.665.771.6 47.835.8 25.426.928.423.922.426.923.922.428.429.925.416.461.29.01.53.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在もある 現在はない 無回答
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【平成 23年度調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 70

①命の危険を感じる程度の暴行
を受ける

②医師の治療が必要となる程度
の暴行を受ける

③医師の治療が必要とならない
程度の暴行を受ける

④交友関係や電話、メール等を細
かく監視される

⑤生活費を渡さないなど、経済的
におさえつけられる

⑥大声でどなられたり、暴言を吐
かれる

⑦足で蹴られる

⑧手でたたかれる

⑨殴るふりをして、おどされる

⑩何を言っても無視され続ける

⑪いやがっているのに性的行為を
強要される

⑫見たくないのに､ ポルノビデオ･
雑誌を見せられる

⑬その他

4.3

4.3

27.1

4.3

7.1

7.1

8.6

7.1

62.9

64.3

61.4

60.0

61.4

45.7

61.4

62.9

58.6

57.1

57.1

62.9

24.3

34.3

35.7

34.3

37.1

34.3

27.1

34.3

30.0

34.3

34.3

35.7

37.1

74.3

1.4

2.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.34.3 27.14.37.17.18.67.1 62.964.361.460.061.4 45.761.462.958.657.157.162.924.3 34.335.734.337.134.327.134.330.034.334.335.737.174.32.92.91.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在もある 現在はない 無回答



36 

問２４－２．問２４で「１．ある」と答えた方にお聞きします。 

あなたにはお子さんがいますか。いる場合、あなたのお子さんは、あなたが配偶者か

らそのような行為を受けたことを知っていましたか。（次の中から１つ選んで○印を

つけてください。） 

「子どもは目撃していた」の割合が 25.7％と最も高く、次いで「子どもは知らなかっ

た」の割合が 21.4％、「子どもは目撃していないが、音や声、様子から知っていた」の割

合が 12.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４－３．問２４で「１．ある」と答えた方にお聞きします。暴力を受けたとき誰かに

相談しましたか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「相談した」の割合が 37.1％、「相談しなかった」の割合が 50.0％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「相談した」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.6 25.7 12.9 21.4 2.9 7.1 21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもはいない
子どもは目撃していた
子どもは目撃していないが、音や声、様子から知っていた
子どもは知らなかった
その他
わからない
無回答

43.337.1 53.750.0 12.9 3.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談した 相談しなかった 無回答

N =

平成21年度調査 67

平成23年度調査 70

43.3

37.1

53.7

50.0 12.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

70 8.6 25.7 12.9 21.4

2.9

7.1 21.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 
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問２４－４．問２４－３で「１．相談した」と答えた方にお聞きします。どのような所お

よび人に相談しましたか。次の中からあてはまるものすべてを選んで○印をつけてく

ださい。 

「親族」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「友人・知人」の割合が 38.5％、「警察」

の割合が 19.2％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「親族」「警察」の割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

親族

友人・知人

警察

医師など医療関係者

配偶者暴力相談支援セン
ター「女性相談所」

弁護士・法テラス

亀山市福祉事務所（女性相
談窓口）

他の市町村の女性（婦人）
相談員

民生委員・児童委員

三重県男女共同参画セン
ター「フレンテみえ相談室」

三重県の相談窓口「三重県
人権センター」

教員、その他学校関係者

人権擁護委員

民間支援団体

その他

無回答

55.2

6.9

10.3

0.0

6.9

0.0

3.4

0.0

3.4

0.0

3.4

69.0

0.0

65.4

38.5

19.2

11.5

7.7

7.7

3.8

3.8

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

-

-

-

55.2

69.0

6.9

10.3

0.0

6.9

0.0

3.4

0.0

3.4

0.0

3.4

6.9

0.0

65.4

38.5

19.2

11.5

7.7

7.7

3.8

3.8

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 29）
平成23年度調査（N = 26）

※平成 21 年度調査には「友人・知人」「民生委員・児童委員」「教員、その

他学校関係者」の回答項目はありません。 
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問２４－５．問２４－３で「２．相談しなかった」と答えた方にお聞きします。どこ（誰）

にも相談しなかったのはなぜですか。次の中からあてはまるものすべてを選んで○印

をつけてください。 

「相談するほどのことではないと思ったから」の割合が 54.3％と最も高く、次いで「恥

ずかしくて誰にも言えなかったから」「相談しても無駄だと思ったから」「自分さえ我慢

すれば、何とかこのままやっていけると思ったから」の割合が 22.9％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「相談しても無駄だと思ったから」「自分さえ我慢すれば、

何とかこのままやっていけると思ったから」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

13.9

22.2

50.0

2.8

2.8

58.3

13.9

8.3

50.0

2.8

0.0

54.3

22.9

22.9

22.9

11.4

11.4

5.7

2.9

2.9

2.9

20.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 36）
平成23年度調査（N = 35）

％

相談するほどのことではないと
思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかった
から

相談しても無駄だと思ったから

自分さえ我慢すれば、何とかこの
ままやっていけると思ったから

誰も相談する人がいなかったか
ら

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

どこ（誰）に相談してよいのかわ
からなかったから

相談したことがわかると仕返しを
受けたり、もっとひどい暴力を受
けると思ったから

相談先の担当者や相談者の言
動により不快な思いをすると思っ
たから

その他

無回答

50.0

22.2

50.0

58.3

8.3

13.9

8.3

13.9

2.8

2.8

2.8

0.0

54.3

22.9

22.9

22.9

11.4

11.4

5.7

2.9

2.9

2.9

20.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問２５．配偶者やパートナーから暴力を受けたときに相談できる機関や関係者などの窓口

のなかで、そのような相談ができることを知っていたものについて、次の中からあて

はまるものすべてを選んで○印をつけてください。 

「警察」の割合が 20.7％と最も高く、次いで「三重県の相談窓口「三重県人権センタ

ー」の割合が 12.3％、「民生委員・児童委員」の割合が 9.9％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「警察」「三重県の相談窓口「三重県人権センター」」「弁

護士・法テラス」「配偶者暴力相談支援センター「女性相談所」」「人権擁護委員」の割合

が低くなっている。なお、平成 23年度調査では「無回答」が 65.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

警察

三重県の相談窓口「三重
県人権センター」

民生委員・児童委員

亀山市福祉事務所（女性
相談窓口）

弁護士・法テラス

配偶者暴力相談支援セン
ター「女性相談所」

三重県男女共同参画セン
ター「フレンテみえ相談室」

人権擁護委員

医師など医療関係者

民間支援団体

教員、その他学校関係者

他の市町村の女性（婦人）
相談員

その他

知っている相談窓口はな
い

無回答

59.6

20.6

12.5

27.9

11.5

7.2

12.5

9.2

3.1

2.3

1.1

11.5

14.0

20.7

12.3

9.9

8.8

5.7

5.4

5.4

4.9

3.1

1.2

0.9

0.9

1.2

65.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

-

-

-

59.6

20.6

12.5

27.9

11.5

7.2

12.5

9.2

3.1

2.3

1.1

14.0

20.7

12.3

9.9

8.8

5.7

5.4

5.4

4.9

3.1

1.2

0.9

0.9

1.2

65.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 705）
平成23年度調査（N = 738）

※平成 21年度調査には「教員、その他学校関係者」「民生委員・児童委員」

の回答項目はありません。また、平成 23 年度調査には「知っている相談

窓口」の回答項目はありません。 
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問２６．あなたは、配偶者や恋人等からの暴力を見聞きした経験はありますか。次の中か

ら１つ選んで○印をつけてください。 

「テレビやマスコミなどで知っている程度」の割合が 48.9％と最も高く、次いで「見

聞きした経験はない」の割合が 27.9％となっている。一方、「身近に被害を受けた人がい

る」の割合が 7.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７．あなたは、暴力を受けている人を発見したとき、通報しますか。次の中から１つ

選んで○印をつけてください。 

「ひどい暴力の場合に通報する」の割合が 46.1％と最も高く、次いで「わからない」

の割合が 26.6％となっている。一方、「必ずする」の割合が 14.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.3 2.2 48.8 27.8 0.5 13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近に被害を受けた人がいる
身近な人から相談を受けことがある
テレビやマスコミなどで知っている程度
見聞きした経験はない
その他
無回答

14.1 45.8 3.4 1.0 26.6 9.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ずする ひどい暴力の場合に通報する

通報しない その他

わからない 無回答

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 

N =

738 7.2

2.2

48.9 27.9

0.5

13.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

738 14.1 46.1

3.4 0.9

26.4 9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 
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問２８．近年において、性犯罪や売買春（いわゆる｢援助交際｣を含む）、ドメスティック・

バイオレンス、セクシュアル・ハラスメント等についての関心が高まっていますが、

このようなことをなくすためにはどうしたらよいと思いますか。次の中から主なもの

を３つまで選んで○印をつけてください。 

「被害者のための相談所や保護施設を整備する」の割合が 35.5％と最も高く、次いで

「犯罪の取締りを強化する」の割合が 34.3％、「捜査や裁判での担当者に女性を増やし被

害女性が届けやすいようにする」の割合が 30.5％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

被害者のための相談所や保護施設を整備する

犯罪の取締りを強化する

捜査や裁判での担当者に女性を増やし被害女性が
届けやすいようにする

法律・制度の制定や見直しを行う

過激な内容の映像ソフト、ゲームソフト等の販売や
貸出を制限する

性別や人種・障がいの有無による差別、同和問題
などのあらゆる差別を許さないよう、人権尊重につ
いての教育を学校、家庭において充実させる

学校・家庭における男女平等や性についての教育
を充実させる

メディア（新聞・テレビ等）が自主的に倫理規程を強
化する

被害者を支援し、暴力に反対する市民運動を盛り
上げる

その他

特に対策の必要はない

わからない

無回答

34.0

36.9

30.5

32.8

26.1

21.6

22.8

13.3

7.8

3.1

0.6

4.4

11.5

35.5

34.3

30.5

27.8

27.2

22.8

20.3

11.2

10.2

1.4

0.9

4.3

11.9
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26.1
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22.8

13.3

7.8

3.1

0.6

35.5

34.3

30.5

27.8

27.2

22.8

20.3

11.2

10.2

1.4

0.9
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平成21年度調査（N = 705）
平成23年度調査（N = 738）
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（10）社会参加について 

問２９．あなたは現在、地域における社会活動に参加していますか。次の中から１つ選ん

で○印をつけてください。 

「参加している」の割合が 40.9％、「参加していない」の割合が 54.7％となっている。 

前回調査と比較すると、大きな変化は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９－１．問２９で「１．参加している」と答えた方にお聞きします。あなたが参加し

ている社会活動はどのようなものですか。次の中からあてはまるものすべてを選んで

○印をつけてください。 

「町内会、自治会等の活動」の割合が 73.2％と最も高く、次いで「青年団体・女性団

体・老人団体などの活動」の割合が 20.2％、「ＰＴＡ活動」の割合が 17.5％となってい

る。 

前回調査結果と比較すると、「青年団体・女性団体・老人団体などの活動」の割合が高

く、「ＰＴＡ活動」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.441.0 50.854.7 4.4 3.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答

N =

平成21年度調査 705

平成23年度調査 738

45.4

40.9

50.8

54.7 4.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

町内会、自治会等の活動

青年団体・女性団体・老人団
体などの活動

ＰＴＡ活動

子ども会・青尐年グループの
世話

ＮＰＯ団体などのボランティア
活動

県・市の審議会・委員会の活
動

消費者団体・生活協同組合
などの消費者活動

その他

無回答

77.2

12.2

23.8

16.3

7.5

2.2

2.8

6.6

0.0

73.2

20.2

17.5

12.9

7.0

3.6

1.7

4.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

77.2
12.2

23.8
16.3

7.5
2.2
2.8

6.6
0.0

73.2
20.2

17.5
12.9

7.0
3.6

1.7
4.00.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 320）
平成23年度調査（N = 302）
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問２９－２．問２９で「１．参加している」と答えた方にお聞きします。あなたはどのよ

うに社会活動に参画していますか。次の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「会合や行事の運営などに参加している」の割合が 39.4％と最も高く、次いで「会合

や行事の運営など中心的な役割以外で参加している」の割合が 30.5％、「会合や行事の運

営などにも積極的に参加し、必要があれば発言もしている」の割合が 18.9％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９－３．問２９で「２．参加していない」と答えた方にお聞きします。社会活動に参

加していない理由は何ですか。次の中からあてはまるものすべてを選んで○印をつけ

てください。 

「どんな活動があるのかよくわからない」の割合が 47.0％と最も高く、次いで「仕事

が忙しく余裕がない」の割合が 33.2％、「家事・育児・子どもの教育が忙しくて余裕がな

い」の割合が 10.1％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「仕事が忙しく余裕がない」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.7 39.5 30.4 6.0 5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会合や行事の運営などにも積極的に参加し、必要があれば発言もしている
会合や行事の運営などに参加している
会合や行事の運営など中心的な役割以外で参加している
その他
無回答

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 

N =

302 18.9 39.4 30.5 6.0 5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

％

どんな活動があるのかよくわ
からない

仕事が忙しく余裕がない

家事・育児・子どもの教育が
忙しくて余裕がない

老人や病人の世話がある

活動に経費がかかる

家族の理解・協力がない

その他

無回答

48.3

39.1

14.5

5.6

4.5

1.4

16.2

1.4

47.0

33.2

10.1

5.2

2.7

1.5

19.8

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

48.3
39.1

14.5
5.6

4.5
1.4

16.21.4

47.0
33.2

10.1
5.2

2.7
1.5

19.82.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 358）
平成23年度調査（N = 404）
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問３０．あなたは自治会や地域団体など、地域社会において、女性が活躍していくために

必要なことは何だと思いますか。次の中からあてはまるものすべてを選んで○印をつ

けてください。 

「きっかけ作り、実践の場への参加」の割合が 42.7％と最も高く、次いで「家族の理

解」の割合が 36.9％、「固定的役割分担意識の見直し」の割合が 27.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※平成 21年度調査には該当設問はありません。 

N = 738 ％

きっかけ作り、実践の場へ
の参加

家族の理解

固定的役割分担意識の見
直し

ワーク・ライフ・バランスの
実現

その他

わからない

無回答

42.7

36.9

27.4

18.6

3.0

12.7

6.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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（11）男女共同参画社会の実現に向けた取り組みについて 

問３１．政治や行政における、政策の企画や方針決定の過程への女性の参画は、徐々に改

善はされているものの、依然として少ないのが現状です。あなたは、このような女性

の参画が少ない状況は何が原因だと思いますか。次の中から主なものを３つまで選ん

で○印をつけてください。 

「男性優位の組織運営」の割合が 42.3％と最も高く、次いで「女性の参画を積極的に

進めようと意識している人が少ない」の割合が 36.6％、「家庭・職場・地域における、性

別による役割分担や性差別の意識」の割合が 36.4％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「男性優位の組織運営」「家庭・職場・地域における、性

別による役割分担や性差別の意識」の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

男性優位の組織運営

女性の参画を積極的に進めようと意
識している人が尐ない

家庭・職場・地域における、性別によ
る役割分担や性差別の意識

女性側の積極性が十分ではない

家族の支援・協力が得られない

女性の能力開発の機会が不十分

その他

わからない

無回答

50.4

37.7

48.5

28.9

27.0

17.7

2.6

7.9

5.8

42.3

36.6

36.4

29.8

22.1

19.1

1.5

10.3

9.2
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50.4
37.7

48.5
28.9

27.0
17.7

2.6
7.9

5.8

42.3
36.6
36.4

29.8
22.1

19.1
1.5

10.39.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

平成21年度調査（N = 705）
平成23年度調査（N = 738）
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問３２．あなたは職場などの組織における重要な方針の決定過程に関わっていますか。次

の中から１つ選んで○印をつけてください。 

「関わりたいと思っておらず、実際も関わっていない」の割合が 31.8％と最も高く、

次いで「関わりたいと思っているが、実際には関わっていない」の割合が 18.6％、「関わ

っているが、十分ではない」の割合が 17.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.5 17.3 18.8 31.8 21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分関わっている
関わっているが、十分ではない
関わりたいと思っているが、実際には関わっていない
関わりたいと思っておらず、実際も関わっていない
無回答

N =

738 10.6 17.3 18.6 31.8 21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※平成 21年度調査には該当設問はありません。 
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問３３．男女共同参画社会を実現するために、今後、どのようなことに力を入れていけば

よいと思いますか。次の中から主なものを３つまで選んで○印をつけてください。 

「保育、介護の施設やサービスを充実する」の割合が 38.8％と最も高く、次いで「女

性を政策決定の場に積極的に登用する」の割合が 27.9％、「男女共同参画社会をめざした

法律・条例・制度の制定や見直しを行う」の割合が 26.2％となっている。 

前回調査結果と比較すると、「保育、介護の施設やサービスを充実する」の割合が低く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

％

保育、介護の施設やサービスを充実
する

女性を政策決定の場に積極的に登
用する

男女共同参画社会をめざした法律・
条例・制度の制定や見直しを行う

学校教育や社会教育・生涯学習の
場で男女の平等と相互の理解や協
力についての学習を充実する

職場における男女の均等な取扱に
ついて周知徹底を行う

女性が経済力をつけるための知識
や技術を習得するための職業教育・
訓練を充実する

女性の生き方に関する情報提供や
交流、相談、教育などの場を充実す
る

各種団体の女性リーダーを養成する

男性に対する意識啓発や研修を充
実する

広報誌やパンフレットなどで、男女の
平等と相互の理解や協力について
のＰＲを充実する

その他

特にない

わからない

無回答
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5.7

38.8

27.9
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8.7
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1.6

3.7

6.4

7.7
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平成21年度調査（N = 705）
平成23年度調査（N = 738）


